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 本研究は，娘の母親でもある祖母が孫(娘の実子)を世話する中で抱える思いを描き出し，

その中でどのような母娘関係が新たに構築されていくのかを明らかにすることを目的とし

た。そこで，娘方の孫を持つ祖母 4 名に半構造化インタビューを行った。また，本研究は

広義でのライフストーリー研究に位置づけられる。ライフストーリー，ストーリー(物語)

の性質を踏まえた上で，インタビューによって得られた一次資料を筆者が「ストーリー」

という二次資料として再構成し，記述する独自の方法を分析として試みた。 

 その結果，孫を間に置くことで家族全体が緩やかに繋がり，母娘の距離が取りやすくな

る側面や孫育てが協力者自身の育児体験を反復することにつながり，洞察を深めることが

できる側面があるなど，孫育ては多様な側面を内包するものであると明らかになった。ま

た，母娘関係においては，娘の出産は母娘が再接近する一つの契機となっていたが，それ

以降育児へと移行する段階では，互いの独立性を認め，距離の調整を計っており，母娘関

係はある一時点において構成されるものではなく，絶えず変容を繰り返す完成形のないも

のであると推察された。本研究から，「孫育て」，特に自身の娘の孫を育てるという体験は，

母である祖母が新たな母親となる娘に育児経験を託し，自身の力を受け継ぐことで次世代

を育んでいく過程，つまり「命の連鎖」であると解釈できる母娘関係の特徴が示された。 


